
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２７年度スタート！ 
若葉が萌え，すがすがしい季節を迎えました。各学校におかれましては，新入生を迎え｢黄金の３日

間｣，さらに｢黄金の７日間｣を経て，いいスタートがきられたことと思います。学習においても基礎的

基本的事項の定着や活用する力の育成など，学校の特色を生かした教育活動が展開されていることでし

ょう。 

峡東教育事務所では，本年度も各学校の支援・援助ができるようスタッフ一同頑張っていきたいと思

います。どうぞよろしくお願いいたします。 

さて，平成２７年度の学校教育担当は以下のとおりです。 

＜学校教育担当者＞ 
○主幹指導主事 竹川 和彦  （山梨市在住） 

○指導主事  柴田 幸也  （甲州市在住） 

○指導主事  霜村 文晴  （笛吹市在住） 

 

＜若手教員グローアップ事業指導教員（アドバンスティーチャー）＞ 
○Ａ Ｔ      依田 一秀       （山梨市在住） 

○Ａ Ｔ      丸山 一彦       （笛吹市在住） 

 

＜スクールソーシャルワーカー（SSW)＞ 
○ＳＳＷ      内藤 京子  （韮崎市在住） 

○ＳＳＷ      内藤 春美     （笛吹市在住） 

 

＜義務教育課・峡東地区担当の指導主事＞ 
○峡東地区担当 小田切 武（美術担当） 

      堀田 誠 （英語担当）  

 

平成２７年度 峡東教育事務所管内研究指定校 
  事   業   名 指定校 指定年度 指定 

継続 学力向上推進・授業改善プラン実践事業 

甲州市立塩山南小学校 

山梨市立山梨北中学校 

笛吹市立石和南小学校 

笛吹市立春日居中学校 

H26～H28 県 

継続 
豊かな心をはぐくむ 

「やまなし」道徳教育推進事業 

山梨市立加納岩小学校 

山梨市立山梨南中学校 
H25～H27 県 

新規 英語教育強化地域拠点事業 

笛吹市立春日居小学校 

笛吹市立春日居中学校 

山梨県立笛吹高等学校 

H27～H29 県 

新規 幼児教育振興事業連携協力校 山梨市立八幡小学校 H27～H28 県 

新規 平成 27年度学校における食育推進事業 甲州市立塩山北小学校 H27 県 

平成２７年度初任者研修授業実習校 
山梨市立日下部小学校 

笛吹市立御坂中学校 
峡東地区 

は ぐ く み  
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積極的な活用をお願

いします。 

まずは事務所（竹川）

へお電話を！ 



平成 27年度 学力向上推進事業 

学力向上フォローアップ事業（山梨市） 
・・基礎学力の定着を目的とした放課後等における補習的な学習支援の機会を設け，学習意欲の向上を

図ります。 

若手教員グローアップ事業（全県：対象者） 
・・教職経験 3年未満の先生方（期間採用を含む）の授業技術や学級経営の向上を目的として，退職教

員（アドバンスティーチャー＜AT＞）が学校を訪問して指導を行います。 

理科の観察・実験指導等に関する研究協議実施事業（山梨市・甲州市） 
・・小・中の理科教育の接続を改善するとともに，小・中学校教員の理科の観察・実験の指導力の向上

を図ります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

「第１回ふれあい学校訪問」 訪問計画予定 

 
※教育課程の編成状況や学力向上の取組，生徒指導等について各学校の様子をお聞かせください。 

日 曜 東山梨 笛吹 日 曜 東山梨 笛吹

7 木 牧三小　祝小 1 月 勝沼小 一宮西小　一宮南小

8 金 2 火

9 土 3 水 勝沼中 春日居小

10 日 4 木 塩山北中

11 月 5 金 塩山南小 一宮中　芦川小

12 火 6 土

13 水 松里小　加納岩小 石和東小 7 日

14 木 後屋敷小 8 月 御坂中

15 金 9 火

16 土 10 水 東雲小

17 日 11 木

18 月 岩手小　日下部小 12 金 神金小　牧二小

19 火 13 土

20 水 山梨南中　山梨北中　三富小 14 日

21 木 松里中　大藤小 15 月 玉宮小

22 金 井尻小　山梨小 16 火 牧丘一小

23 土 17 水 大和小　大和中 一宮北小

24 日 18 木

25 月 奥野田小　笛川中 富士見小 19 金

26 火 浅川中 20 土

27 水 21 日

28 木 塩山北小　塩山中 石和南小　石和北小 22 月 日川小 石和中

29 金 菱山小 23 火 御坂西小

30 土 24 水 御坂東小

31 日 25 木 八幡小 八代小　春日居中

26 金

29 月 境川小

30 火 石和西小

５　月 6　月

＜授業改善に向けて＞ ～「output」から「outcome」を基本とする振り返りを～ 
 成果や課題については，単に「～できた」「～できなかった」「～した」という「output」

的な表現ではなく，PDCAに基づいて「～を行ったので，○○することができるように

なった」「～を推進してきたが，○○する点において十分でなかった。改善に向けては

…」というような「outcome」への変換を心がけていくことが大切です。 


